
　平成26年度の福井県糖尿病協会総会および交流会
は、福井県立病院が担当させていただきました。当
院では糖尿病サポート委員会が中心となり、患者会
の運営と、糖尿病に関する知識の啓発を職員に対し
て行っており、今回の企画・運営もさせていただき
ました。
　総会は例年同様に、理事の笈田耕治先生から事業
報告、収支決算報告と次年度の事業計画が報告さ
れ、承認されました。また、今年度も会員数の減少
により運営が困難になりつつある現状を報告され、
新規会員の加入を切望されました。
　引き続き、～元気で楽しく生きるための輪をつく
ろう～というテーマで交流会が行われました。最初
に医療者には「糖尿病劇場」でお馴染みの、岡崎研
太郎先生に「医療者が糖尿病のプロならば、患者さ
んは自分自身の糖尿病のプロになれる、はず。 ～糖
尿病エンパワーメントの考えと糖尿病劇場の試み
～」というテーマで特別講演をしていただきました。
講演後も時間をオーバーするくらいの質疑応答がな
され、大盛況でした。
　続いて、宮本真由美先生による「みんなでげんき
体操」が行われました。先生は福井県で唯一のラジ
オ体操の 1 級指導士です。一緒にラジオ体操第 1 を
行いました。身も心もほぐれ、多くの笑顔が見られ
ました。

　最後は、劇団幸齢者に
よる「絵姿婆女房」でし
た。村一番の大金持ち
が、美しい婆さんと結婚
する夢を見ました。その
大金持ちは「神のお告げ
だ」と言い、美しい婆さ
んを探してほしいと近所
の人に頼みました。お金
目当ての色々な人が次々
と結婚相手を連れてきて
騒動になる、という内容
でした。笑いありの楽し
い劇でした。
　以上のような内容で平成26年度の総会・交流会は
進行し、最後に福井県糖尿病協会会長の笈田耕治先
生のご挨拶で終了致しました。今回はメーカーの展
示ブースも10社参加があり、患者さんもパンフレッ
トや他の資材を見ることができ、知識のお土産を
持って帰ることができたのではないでしょうか？会
場が例年とは違うため、交通アクセスの悪い中、多
くの患者さんに参加していただけましたことを心よ
り感謝申し上げます。今年は11月15日にAOSSAで
開催されます。今から楽しみにしています。

福井県立病院　糖尿病サポート委員会事務局　吉田  陽子
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～元気で楽しく生きるための輪をつくろう～
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トクホの「○○茶は飲んでいるんですけど」など
と言われる患者さんは少なくない。トクホのお茶は
本当に効果があるのでしょうか？
「特定保健用食品」（トクホ）制度（図１）は1991

年に誕生し、厚生労働省（現在は消費者庁）の審査
に合格すれば「血糖値が気になる方に適していま
す」のような表示が可能となりました。トクホ食品
は、（病気でない）人に対して投与実験を実施し、
投与を受けた人達と、受けなかった人達との間で、
ある測定項目（例えば血糖値）の値に、統計的に意
味のある差（有意差）があった場合に適用されま
す。しかし、この差が実用的に意味を持つのかまで
は考慮されていません。最も大事な事は、病気でな
い方を対象に設計された食品であり、糖尿病など病
気の治療を目的に利用す
る食品ではないというこ
とです。

2015年 6 月現在、トク
ホは1163品目あり、「血
糖値が気になる方に適し
ています」など表示文言
に「血糖値」を含むも
のは199品目あるそうで
す。そして、その大部分
が糖の吸収をおだやかにする「難消化性デキストリ
ン」を含んでいるそうです。「食後の血糖値上昇を
抑制する」と謳っているあるトクホの成績をよく見
てみると、ごはんを食べたあと30分後の血糖値が、
トクホを摂らなかった人達が149.7mg/dlだったのに
対し、摂った人達では141.8mg/dlだったそうです。
その差わずか８です。

コーラまでがトクホに！と話題になったトクホ
コーラ飲料はどうでしょう？

トクホコーラ飲料は2012年に 2 商品発売され「脂
肪の吸収を抑える」と宣伝されています。どちらも
難消化性デキストリンが少量添加されています。ど
れくらい脂肪の吸収を抑えるかというと「 1 日に
55gの脂質を摂取したとき、便に排出される脂質を
わずか0.22g増やすだけ」だそうです。

厳重な審査がある「トクホ」でさえこの有様です
が、2015年度から消費者庁が始めた「機能性表示食
品」制度はもっといい加減なようです。この制度
は、そもそも規制改革の一端としての「経済戦略」
であり、決して「健康戦略」ではありません。論文
や臨床試験といった科学的な根拠をもとに、企業の
責任で健康面の＂効果＂を書くことができるのが機
能性表示食品です。国に責任はありません。「届け
出制」で、提出された書類が整っていれば、消費者
庁は申請を受理せざるを得ません。メーカーにとっ
ては、年単位の審査が必要なトクホに比べて、ス
ピード感をもって新商品を投入できるという大きな
メリットがあります。

機能性表示食品の初めての飲料として、キリン
ビールが 6 月にノンアルコールビールの販売を始め
ました。缶の表面には「脂肪の吸収を抑える」、「糖
の吸収をおだやかにする」と＂効果＂が書かれてい
ます（図２）。

私が、「○○茶を飲んでいる」という患者さんに
返す言葉は「お茶くらいは美味しいと思うものを飲
みましょうよ」

参考文献
高橋久仁子
　糖尿病と健康食品②
　DITN 448号, 2015

「特定保健用食品（トクホ）」や「機能性表示食品」を検証する

図1　「特定保健用食品」　
（トクホ）制度

図2　＂効果＂が書かれたノンアルコールビール

会長　笈田　耕治
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善 光 寺 行

さる 5 月 5 日、妻子とともに長野善光寺に参詣し
てきた。事の発端はご推察のとおり、「北陸新幹線
にのってみるべ」という、ミーハーな動機だった。
新幹線沿線に程近い、上越市高田という妙高山を望
む旧い城下町に、小林古径（日本画家）の記念美術
館がある。そこを訪れたい、と思い、いろいろと検
索したところ、一足伸ばせば長野も遠くない（金沢
より 2 時間あまり）ことを知った。連休でもあり、
幸い一泊はできそうなので、久しぶりの家族旅行と
なった。

右手に日本アルプス、左手に日本海、という豪勢
な風景を走りぬけ、内陸へと経路をとれば、列車は
トンネルを貫いて疾走する。朝に福井を出て、美術
館に寄り道をしても、午後 2 時ころには長野に到着
である。長野は中学生のころに一度訪れて以来で、
もちろん当時の記憶も面影もない。旅荷を下ろす
と、すぐにも善光寺に向かった。駅からタクシーで
30分ほどである。

市街の北側の、山あいというか丘陵地に、善光寺
は佇んでいる。

堂塔伽藍おのおのは非常に大きいが、どこか物寂
ており、例えば京都の知恩院や東寺などのような威
圧感がない。まことにひなびた、民衆の寺である。
そしてここには、 ……宗派がない。
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ここで歴史の復習。 6 世紀半ばの仏教伝来ととも
に、これを受け入れるかどうかで、蘇
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との間で争いが起こった。蘇我馬子・聖徳太子
などの親の世代である。さらに約100年後、ご本尊
が再発見されてこの地に寺が建立されたのは、大化
の改新の 4 年前、ということになる。当然、奈良・
平城京（710年～）より70年近く古い。京都など、
これよりさらに140年あまり後である。当然、比叡
山、高野山はもちろん、鎌倉仏教の浄土宗、禅宗、
法華などとなれば、500年以上「若い」ことになる
のだ。だから、善光寺には、宗派はない……まこと
に、時の霞の向こう側を覗くような心地である。ち
なみにこの善光寺建立の32年前にムハンマドがイス
ラム教を起こし、29年前にフランク王国が統一され
てパリが首都となった、そうである。

幸いに連休後半は快晴で、境内に至れば陽光溢
れ、一方で、おりしも数え 7 年（満 6 年）に一回の

「御開帳」の真っ最中、溢れていたのは陽光だけで
はなかった。人、人、人。

回向柱（高さ約10m、太さ45センチ四方、重さは
3 トン）というものが本堂の前に立てられていて、
そこから堂内の前立本尊さまへ綱を繋げてある。ち
なみに前立本尊とは、実は縁起で述べられた阿弥陀
如来の分身であり、もとの本尊様は秘仏とされ、実
は1500年以上誰一人として……代々の上人・住職で
すら見たことがない、そうである……絶対秘仏とい
い、無宗派といい、まるで伝奇小説を地で行くよう
な寺ではある。それはさておき、この回向柱にさわ
れば、前立本尊さまに触れたのと同じご利益があ
る、ということで、ひと触れしようという人が……
人人人、並んで待って 3 時間、まるで浦安あたりの
テーマパーク並である。有線接続でいいほどのご利
益なら、柱には無線でアクセスできてもいいではな
いか（と、罰当たりな発想で）、柱に向かって手を
かざして、それをデジカメで撮って「エア回向柱」
とさせていただいた。

それでもさすがに、内陣拝観(お堂の中での前立
本尊様を拝む)のためには列に並んだ。

外の溢れかえる初夏の光とはうって代わり、お堂
のなかは薄暗く、空気も重そうで、しかし暖かく柔

福井赤十字病院（糖友会）　夏井　耕之
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川
柳

らかい電球や蝋燭の灯りにほんわりとしていた。大
勢の人々に混じって少しずつ進むこと数十分、いよ
いよ御開帳の前立本尊さまが、仄暗さの中、やはり
ほんわりと微笑んでおられるようで、神妙に手を合
わせたのである。

本尊さまの真下に「極楽浄土への錠前」があっ
て、それに触れる事ができる戒壇巡りというのもあ
るのだが、これもまた長蛇、というのが冗談のよう
な列なのでギブアップした。境内を歩いて三門(山
門)には登壇させていただいた。門内には壁の上段
に四国八十八ヶ所の各寺本尊の代像が安置されてお
り、壁には江戸時代から昭和にいたる参拝者の落書
きが所狭しと書いてあるのもユニークである。今は
文化財保護法によって落書きなどしようものなら御
用、となるのだが、例えばそこには江戸時代の年号
やら人名サインやらがあって、のどかであった。特
に、＂よね＂とか＂はつ＂、といった女性の名前が書
いてある。この寺の初代上人は一説によれば蘇我馬
子の妹で聖徳太子の奥様だったとか、古き信仰には
珍しい、女人救済の聖地でもあったのだ。

巡り終わるとさすがに疲れた。この歳になると、
急な山門の階段もこたえて、足が攣りそうになった
ので、休憩所で一休みさせていただいた。飲料を飲
みつつ見渡すと、そこには見慣れた赤十字のマーク
が……救護所である。まあ連休でこれほどの人出で
あれば、何人かの善男善女がここを訪れただろう。

今日ばかりは……このマークの下で働くのはご勘弁
を、という心境であった。

門をでて、駅前の宿までと、とことこ坂道を下っ
た。門前町は、昼日中は歩行者天国になっていた
が、夕刻には交通規制も解除になった。古代仏教の
時代からいきなり現代へタイムスリップしたかのよ
うな、はっと目覚めたような、おかしな心地になった。

土産には、行きがけに乗ったタクシーの運転手さ
んのイチオシ、「八幡屋礒五郎の七味唐辛子」を仕
入れた。これもまた旅の楽しみ、と、紙袋の取手を
握りしめた。
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福井県済生会病院（済糖会）では、平成 9 年 4 月
の設立から毎年、総会および講演会、糖尿病療養の
ための食事会やハイキング、交流会、機関誌発行な
ど多くの事業を行っています。なかでも、楽しくか
らだを動かすハイキングや患者さんからの要望を取
り入れた美味しいバイキング形式の食事会は会員の
皆さんから毎回好評を得ています。今回、平成26年
10月25日に開催されたハイキング会と平成27年 2 月
28日のバイキング食事会について患者さんから寄せ
られた原稿をご紹介します。

初めてハイキング会に参加して
福井県済生会病院　済糖会　齊藤　穂積

不規則な生活を送る知人が済生会病院の番度先生
の治療を受けたところ良くなったという話を聞いた
実家の母が、糖尿病が悪化した娘の私に強く勧めた
こともあり 2 年前から済生会病院にお世話になるよ
うになりました。それからは日々の生活が充実し身
体も徐々に安定してきた丁度その頃、済糖会の存在
を知り入会しました。

ある日届いた案内状には、今回のハイキングはバ
スに乗ってお出かけ。ランチは地元有名どころの豆
腐料理専門店、その後は永平寺で座禅会と魅力的な
プランが書かれていました。

自分でも何度も行っている場所だけど、全工程を
組んでもらって任せられるのは心地よくありがたい
なあと思いました。ほかの参加者も同じ病気を持つ
者同士だから共通の話題もあるし、医療スタッフと
すべての行動を共にする安心感もある。というわけ
で当日は良い天気にも恵まれワクワクしながらバス
に乗り込みました。番度先生の挨拶、リハビリの先
生のお話をお聞きするうちにあっという間にバスは

ランチ会場に到着。
明るい陽射しが入るテラス席に案内され、済生会

病院の管理栄養士さんとお店の栄養士さんとで考案
した「済糖会スペシャルランチ」を食しました。お
料理はやさしい味ながらボリュームもあり、おから
コロッケは自宅でも作ってみたくてお店の方にレシ
ピを教えていただきました。食事が終わるまでずっ
と、どのテーブルからも快活な会話や朗らかな笑い
声が聞こえ、きょうまで知らなかった方が多くいる
中でごく自然にご一緒させていただくこんな素敵な
時間を与えられる幸せを感じました。嬉しいバスの
旅は続きます。永平寺の大きな門から参道を進むと
緑が大変美しく空気が変わります。ありがたいお話
を拝聴した後、いよいよ座禅の始まりです。永平寺
の座禅はクッションを立てて足の間に挟むようにし
て座るスタイルです。法話にもあったように呼吸を
整えリラックスすると、さわやかな目覚めのような
状態になりました。

永平寺では坐禅や読経、食事など一切の行動は、
鳴らし物（ならしもの）と呼ばれる鐘や太鼓などの
音の合図により行われます。今回は時間が合わず見
ることができず残念でしたが、楽しかったハイキン
グも終わり集合写真を撮ってバスへと戻りました。

また、このような機会を設けて頂ければ幸いで

友 の 会

福井県済生会病院　済糖会

患者さんより
ハイキング会＆バイキング食事会
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す。最後になりましたが、ともに過ごしてくださっ
た済糖会参加者の皆さん、お世話くださったスタッ
フの方々ありがとうございました。

　済糖会食事会および
患者交流会に初めて参加して

福井県済生会病院　済糖会　山岸美絵子

まだ入会仕立てで、会の趣旨や内容などよく把握
していませんでしたが、 2 月28日に気軽な気持ちで
初めて食事会に参加させていただき、楽しいひとと
きを過ごすことができました。

私は、済生会病院に長い間お世話になっています
が、 1 年半前に緩和ケア病棟で主人を亡くし、しば
らくはこの病院の横を通るのもつらく感じる時期が
ありました。当時は、主治医に何度も何度も説明を
いただき、看護師さんからはご丁寧なお手紙もいた
だきました。この手紙を宝物として今でも時々読み
返したりしています。このような患者さんや遺族を
支える素晴らしい先生や看護師さんに本当に頭が下

がります。
私は、自分の終活として限りある人生をしっかり

楽しく生き、輝くものにしていくことが大事だと
思っています。その後主人のもとに旅立ちたいと思
います。これからは自分自身で糖尿病としっかり向
き合い、メンタル面も強くして済糖会の皆さんのお
話をいろいろ聞き、頑張っていきたいです。どうぞ
よろしくお願いします。

平成26年11月14日、全世界で糖尿病抑制キャン
ペーンの日と定めた「世界糖尿病デー」に合わせ、
病院外来ホールにて初の啓発イベントを開催しまし
た。「生活習慣を見直そう！あなたの手に実りある
人生を！」をキャッチコピーとし、医師による糖尿
病相談、管理栄養士による栄養相談、看護師による
血糖測定と糖尿病療養相談を行いました。受診に来
た患者さんや付き添いの家族など延べ100名を超え
る方々にご参加いただき、糖尿病をはじめ健康につ
いて関心が高いことが分かりました。80名以上が血
糖測定をされ、数値を見て一喜一憂していました。
中には、未治療で血糖値200㎎/dl以上の方もおり、
医師や管理栄養士からの相談を受けて頂きました。

待合室では、糖尿病についてや、食事療法のポイ
ント、iPro2の情報提供などもパネルにて展示しま
した。また、事前に患者さんや医療スタッフから
糖尿病川柳を募集し、入賞作品を選び、掲示しま
した。１位「母のため 味は薄く 気持ち濃く」２位

「豊作の 庭の果実に うらみぶし」３位「思いやり 
妻の健食 涙ぐむ」など、どの作品も日常生活の中
で感じておられる素直な気持ちが伝わってきました。

今回が初めてのイベントで、どのような方が来て
くれるのか、スムーズに運営出来るのか不安でした
が、「煮物の味付けはどうするの？」 「お酒は飲んで

いいの？」 「お餅は食べていいの？」など、栄養指
導を受けるまではいかないが普段より気になってい
る食事のことや、健康のことなど、気軽に話せる場
を設けることで、大勢の方と関わることができ、充
実した時間になったと思います。今後もこのような
イベントを継続し、糖尿病予防の普及活動にも携
わっていきたいです。

福井大学医学部附属病院　医糖会

チームガンバロッサ　管理栄養士　朝井　　瞳
世界糖尿病デーの啓発イベント
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平成27年 5 月30日、医糖会の交流会「歩こう会」
が行われ、スタッフを含め約50名の方が参加されま
した。交流会には絶好の晴天の中、今年は丸岡温泉
たけくらべに行きました。

朝、福井大学附属病院前に集合し、バスに乗って
出発しました。バスに揺られること15分、たけくら
べから 1 kmほど離れた竹田水車メロディーパーク
に到着しました。到着後、大きな水車の前で写真撮
影を行い、しばらくの間、辺りを散策したり、芝生
に座ったり、売店を覗いたりと自由な時間を過ごし
ました。リハビリテーション部のスタッフによる準
備体操を行った後、たけくらべまでウォーキングし
ました。青空の下、緑の大自然の中、皆さんはそれ
ぞれ会話を弾ませながら楽しく歩き、無事に全員が
たけくらべに到着しました。

たけくらべの大広間で少し休憩を取った後は、皆
さんお待ちかねのランチの時間です。昼食の前に、
看護師さんが中心となり患者さんの血糖測定を行い
ました。たけくらべ広場に移動し、心地よい日差し
の中でとってもヘルシーなおいしいお弁当を食べま

した。皆さん和気藹々と談笑し、交流を深めていま
した。

午後からは、リハビリテーション部のスタッフに
よるレクリエーションが行われました。患者さんと
医療スタッフがチームを組み、糖尿病に関するクイ
ズやジェスチャーゲーム、靴飛ばし、フリスビー投
げ、チーム全員参加のおたまリレーなどが行われま
した。クイズを通して、糖尿病に関する正しい知識
を身に着けることができ、またゲームで楽しく体を
動かすことができました。

レクリエーションで軽く汗をかいた後は、おやつ
の時間です。低カロリーのプリンを食べて、皆さん
はリラックスされた様子でした。 5 月にしては暑い
ほどの晴天でしたが、こまめに水分補給をすること
で皆さんは体調不良や熱中症になることなく、無事
に歩こう会を終えることができました。帰途につく
ころには皆さんの表情は笑顔に溢れており、とても
楽しく充実した1日を過ごすことができました。

今後も歩こう会を通して、患者さん・スタッフの
親睦を深め、糖尿病治療をサポートしていきたいと
思います。

福井大学医学部附属病院　医糖会

チームガンバロッサ　薬剤師　平野　陽子
平成27年度 歩こう会

友 の 会
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「あゆの会」事務局企画による行事を毎年 2 回開
催しています。毎回指先を動かす作り物、体を動か
す体操、口を動かす食事会を開催していますが、毎
年何ができるか、何かできないかと悩むところで
す。平成26年は、会員の方からの提案で「チャレン
ジランキング」を12月21日に開催しました。材料費
もかからず、参加した皆さん（スタッフまでもが）
夢中になって楽しむことができました。このように
会員さんからいい企画が出ることを今年度も期待し
たいと思います。

さくら会は、当院に糖尿病で通院治療されておら
れる患者様の会で、日本糖尿病協会傘下の患者会に
なります。事務所を当院内科外来に置き、医師・看
護師・療養指導士・薬剤師・管理栄養士・臨床検査
技師・理学療法士・事務職がチームを組んで活動し
ており、今年で早28年が経ちます。現在の会員数は
職員含め54名であり、春の総会と秋の歩こう会が大
きなイベントとなっています。

そんな中、 4 月18日（土）、当院大会議室において、
患者様の御家族、病院スタッフも含めて総勢30名の
参加で、さくら会総会とつどいが開催されました。

例年は、午前中の総会の後に講演を行っていまし
たが、今年は患者様同士が交流を深める場にできな
いかと企画して、グループワークを行うこととしま
した。各部署から 1 ～ 2 題クイズを出題して、患者

様同士で話し合って解答してもらう形で進行しまし
た。中には意見が分かれるような難問もありました
が、皆さんから意欲的に発言を頂き、有意義な時間
となりました。

お楽しみの昼食は、昨年ご好評を頂いたバイキン
グ形式としました。通常のバイキングとは少し異な
り、主菜、副菜、デザートについて、それぞれ 2 種
類のうちから好きな一つを選び、主食はご自分で計
量して頂くという形です。糖尿病患者様は指示栄養
量によって主食量が変わるため、主食量の再確認も
踏まえて計量するようにしています。

美味しい食事のおかげか会話も弾み、和やかな雰
囲気で会を終えることが出来ました。今後も、職員
と患者会員様はもちろん、患者会員様同士の交流も
含めて、楽しみながら知識を深められる企画を考え
ていきたいと思います。

友 の 会

JCHO福井勝山総合病院　あゆの会

事務局　管理栄養士
恒例行事に工夫を凝らして

敦賀医療センター　さくら会

栄養管理室　廣中美由紀

平成27年度「さくら会」総会とつどい

＜グループワークについて＞
✿考えること、思い出すことで、教えていただい
ていたのに忘れている事が何だったか解ること
が出来ました。

✿会員同士うち解けて友人が増えました。顔見知
りになれて良かったと思います。

✿情報交換が出来て良かった。

＜食事について＞
✿日常の食事より多く食べた。
✿野菜がいっぱいで良かったです。ボリューム、
味とも満足です。

患者会員様の声
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今年（平成27年）は、 5 月16日に研修会＆総会を
開催し、28名の方が参加しました。研修会のテーマ
は「体力増進！効果的に運動療法」です。中野先生
の講演では、生活習慣や加齢とともに身体に起きて
いる変化や運動している時に身体に起きている変
化、さらに身体によい効果的な運動と悪い運動を具
体的にあげてわかりやすく解説していただきまし
た。講演の後は、雨天の日でも、家で手軽に実践で
き、有酸素運動だけでなくレジスタンス運動などの
筋肉トレーニングも組み合わせて効果的に行える運
動として、座位で行う運動を東出理学療法士より紹
介して頂き、参加者全員で行いました。研修会の後
は、総会及び管理栄養士が事前に調整して準備され
たお弁当を食べながらの交流会です。日常の診療で
は慌しく時間が過ぎていくばかりで、会員同士で

ゆっくり話すこともできないのですが、この日は久
しぶりに楽しく時間を過ごすことができました。

当院では、患者会の活動の周知を目的に、研修会
に非会員の方にも参加できるように企画して今年で
4 年目を迎えますが、毎年、研修会への参加をきっ
かけに入会されている方も数名ですが増えていま
す。こうした研修会に実際に参加して体験して頂く
ことが、患者会の目的や活動の実際、よさを知る機
会となっているので、地道ですが、今後も継続して
いきたいと思います。

今年度（H27年）は、今までとは雰囲気を変えて
ハーモニーホールふくいにコンサートを聴きに行き
ました（6月20日土曜日）。まず、大きなパイプオル
ガンとその音色に驚きました。さらにヴァイオリン
との演奏で「アヴェ・マリア」などの名曲を広いコ
ンサートホールで聴くことができ、普段なかなか聴
くことのできない生の迫力ある演奏に会員の皆さん
も心落ち着く時間を過ごせた様子でした。

その後、ハイキングの恒例となっている蕎麦を食
べに行きました。今話題の「糖の吸収をおだやかに

する」という特定保健用食品のお茶を飲みながら、
血糖値をゆるやかに上げる食べ方についても学びま
した。

短い時間でしたが、会員の皆さんも交流を深める
ことができ有意義な時間を過ごすことができました。

友 の 会

福井赤十字病院　糖友会

事務局
糖友会研修会＆総会開催の報告

春江病院　糖和会

管理栄養士　河村　裕子
糖 和 会 行 事

©J&JKK 2015
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【本年度の総会のご案内】

本年度の総会「糖尿病シンポ in 福井」は11月15日㈰
13時～16時　福井県県民ホール アオッサ 8 階（福
井市手寄 1 丁目4－1）での開催を予定しています。
「健康寿命をのばそう！知って得する療養の知恵

とコツ」をテーマに講演、ダンス（運動療法）、落
語などが企画されています。申込書は後日各分会に
配布致しますので、ふるってご参加ください。

【世界糖尿病デー：
　丸岡城ブルーライトアップについて】

11月14日の世界糖尿病デーには各地でブルーライ
トアップが実施されます。福井では今年も「丸岡
城」のブルーライトアップ（11月14日1週間）を予
定しています。

【各分会事務局担当の方へ】

①福井県糖尿病協会にお支払い頂く年会費について 
年会費の納入期限は毎年 3 月20日です。 3 月20日

までに入金が確認できた分を次年度会員数とします。
銀行振り込みをされた場合には、別途必ず事務局

まで入金の旨の御連絡をください。年会費はお一
人2,500円です。「さかえ」は 5 月号よりお届けしま
す。なお、中途入会は後期入会として 9 月20日まで
に入金が確認できた分を後期会員として認めます。
やはり、銀行振り込みをされた場合には、事務局
まで御連絡をください。後期半年分の会費はお一人
1,000円です。「さかえ」は11月号よりお届けします。 

②分会援助金について 
各分会の活動に対して1会員あたり500円を援助金

として支給します。但し、行事内容（「ふくとう」
に掲載可能な原稿とする）を事務局に報告くださ
い。原稿は各分会で実施した行事の内容をまとめた
ものに限ります。できるだけワードなどのパソコン
データとしてメールなどでお送りください。また、
デジカメ写真は原稿に貼り付けないで、オリジナル
の高画質のまま 1 枚のみ送って下さい。

各分会と会員数
医糖会（福井医科大学医学部附属病院）64・済糖
会（福井県済生会病院）55・糖友会（福井赤十字病
院）29・福糖会（福井県立病院）47・あゆの会（福井
勝山総合病院）19・さくら会（国立病院機構福井病
院）54・きらめき会（市立敦賀病院）10・健糖会（越
前町国民健康保険織田病院）6・糖池会（池端病院）
6・糖克会（あわら市・木村病院）2・つつじ会（鯖
江市・木村病院）20・緑会（笠原病院）10・高村病
院10・糖和会（春江病院）15・糖福会（福井総合病
院）3・福井県栄養士会医療部会25・玉井内科クリ
ニック15・中井内科医院30・平井内科クリニック
10・細川内科クリニック10・福井中央クリニック
30・欅会（嶋田医院）10・福井厚生病院14・舟橋内
科クリニック10・かさまつファミリークリニック
10・遠野会（広瀬病院）10・あたご会（こうの内科
耳鼻咽喉科）20・坂井内科クリニック10・糖幸会

（今立中央病院）10・カンファランス（ドクター・
ズー）10・平井眼科内科クリニック10・漆糖会（高
野医院）10・すまいる会（はまだクリニック）11・
いちご糖友会（嶋田病院）10・あらい内科クリニッ
ク10・高井医院10・はなもも会（林病院）12・個人
会員グループ（会員数10名未満の医療機関）25・優
良模範会員5

合計 673名
（順不同　平成27年7月1日現在）

事務局からのお知らせ

編集後記
ふくとう第14号をお届けします。古今東西、「糖

尿病がなおる」と謳う民間療法は多々ありますが、
それらが本当に効果があるなら私の商売はあがった
りです。今回は、その中でもトクホと機能表示食品
を取り上げてみました。審査の厳しいトクホでもそ
の効果は雀の涙であることがわかって頂けたでしょ
うか？

多田くにおさん、たくさんの色鉛筆イラストあり
がとうございます。カラーにできなくて残念です。


